
すばる望遠鏡からHWOへの貢献

2025年8⽉6⽇
国⽴天⽂台ハワイ観測所

宮崎聡・Guyon, Oliver

HWOの現状と今後の予定を⽰し、すばる望遠鏡において開
発中の「系外惑星直接撮像技術」がどのようにHWOに役⽴
つのかを述べる。
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Guyon氏は2002
年にハワイ観測所
に着任以来、一貫
して系外惑星探査
用観測装置の開発
に従事している
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HWO Projectの現状と今後の予定

HWOの主要装置:地球型惑星の直接撮像・分光

NASA HWOの最近の進捗

HWO-STARTは2023年8月に解散し、HWO 
Technology Maturation Project Office (HTMO)が発足
した。HTMOはSTARTで形成されたワーキンググ

ループを引き継ぎ、コミュニティー主導の検討が行
われた。この成果物として、最近文章がまとめられ
た(Science Case Development Documents:SCDDs
2025/06末に公開予定)。HTMOは新たにCommunity 
Science & Instrument Team (CSIT)を編成し、メン

バーが公開された。日本から推薦するメンバーは、
ISASにおいて選考中であると報告を受けている。

重要な要素技術は、主星からの光を遮蔽（もしくは
選択的に拡散）するコロナグラフ技術（これには高
次の波面補償技術も含まれる）と、極微光天体（第2
の地球）の光を捉えるための、高効率分光器および
検出器である。可視光のコロナグラフは、難易度が
高く、NASA JPLが開発担当することが想定されて
いる。

今後の予定としては、2029年3月にMission Concept 
Review  (MCR)を受けて、その後Phase Aに移行を目
指す。それまでに各要素技術は NASA TRL5  (コン

ポーネントないしブレッドボードモデルの相当環境
での検証)まで引き上げられていることが期待されて
いる。また、MCRまでに、国際協力の枠組みは確定
される見通しである。

技術面の進捗としては、望遠鏡の概念検討が進み、
これまでの3種(EAC1-3)をさらに発展させたEAC4, 
5が固まり、2025/07 DCで開催予定のCommunity
Conference (HWO25) で公開予定とのことである。

HWOは、複数の焦点面観測装置を搭載予定であるが、

その基軸は、コロナグラフと呼ばれる。地球型系外惑
星の同定(可視光)とその大気の分光による詳細調査
（紫外・可視光・近赤外線）を行う装置である。



すばる望遠鏡には観測目
的に応じて選択できる、
複数の焦点がある。ナス
ミス焦点は重力方向が不
変で、大型重量物が設置
できるため、系外惑星探
査装置の設置に最適であ
る。ここは、最先端の科
学観測に使いつつ、アク
セスがよいため、新たな
技術を実地で試験する実
験室の役割も果たしてい
る。

実験室としてのすばる望遠鏡

ハワイ観測所の果たす役割

近赤外線波長領域(NIR)は、分子の吸収線が多

数存在し、バイオマーカーの特定に適している。
NIRでは大気ゆらぎを補正する補償光学技術が

確立しているため、地上大望遠鏡を用いて、系
外惑星の直接撮像・分光が行われている。

日本が開発を目指す、HWO近赤外線コロナグラ
フ撮像・分光器
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すばる望遠鏡ナスミス焦点部の様子
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- 要素技術の試験 コロナグラフ、フォトニック回路
- コロナグラフシステムとしての試験
- 系外惑星探査及びその他の科学成果
- 次世代を担う人材の教育

すばる望遠鏡をHWOコロナグラフのテストベッ
ドとして使う意義

コロナグラフが作る焦点面で、惑星の位置に光ファ
イバー端を設置して、光を分光器に導入する。ただ
し、HWOが狙う惑星は、主星に対して10^-10と極

端に暗いため、主星の光の漏れ込みを以下に抑える
かが鍵となる。漏れ込みを最小にするために、ファ
イバー径を細くすれば、惑星からの光を失うという
トレードオフがある。これを解決するために、惑星
像よりやや大きめのフォロニック・ランタン(複数
~100本のシングルモードファイバーの束が、一方の

端でそのコアが融着されてマルチモードファイバー
にとなっている)に入射させ、シングルモードファイ

バー出力をカスタム・フォトニック回路に入力し、
惑星からの光を1つの回路出力に集めて、それを分

光する、というフォトニック分光器をハワイ観測所
のGuyon氏が提案している。

光学系の収差の時間変化により、主星から漏れ
混む光は変化するが、この分光器ではこれを検
知して、波面補償機構にフィードバックするこ
とで、漏れ込み量を減じることができる。また、
惑星の分光データ自己補正にも使うことができ
る。フォロニック分光器の開発は、日本の科研
費や、NASAの補助金を用いて行われてきてお
り、2025/05に最初のテスト結果を得た (下図)。
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